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次号予告　　60 巻　1号 ヘッドライン　：　包接化合物の基礎と応用

　東日本大震災の前から，化学工業はすでに変革期を迎えていた。地球温暖化問
題，石油資源の枯渇を視野に入れた価格変動，天然ガスや石炭への転換，植物由来
物質の利活用をめぐる衝突，新興国の台頭による需要の急激な変動などがその要因
である。例えば，自動車用タイヤの原料であるブタジエンは，ナフサの留分だけで
はまかないきれなくなってきているため，エチレン 2分子からブテンを作り，さら
にブタジエンを作る触媒が最近開発された。
　化学は，化学工業の基礎としての化学からあらゆる工業の基盤としての物質科学
に脱皮して久しいが，今また，化学工業の基礎として役立ち，変革期を突破する働
きが化学に求められている。
　高校の化学の少し先に広がる化学の世界を特集する。


